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日本健康ワイン＆フーズ協会 

 

テイスティングまとめ 

ワインの骨格  ストラクチャー（Stracture）  

複雑さ  

味わいのバランスを表現する  

グラマー  厚みのある

ー  

がっしり  
した  

丸みのある

ー  

バランス  

のよい  
スレンダー  

フラット・  

コンパクト  
スマートな  シャープな  

甘
み
・
ア
ル
コ
ー
ル 

酸味・渋味  

余韻  

凝縮した果実感・フローラルさ・スイパイシー感・ミネラル感・鉄っぽさ・熟成感  

 

香りの要素  味わいの要素  

どの要素の余韻

が強いか  

持続性  

ワインの  

価値が高い  

アロマ  

熟成香  
酸味・渋味  
アルコール  

 

ワインを飲みこんだ後にも、鼻腔に長く香りが  

広がっていたり、酸味や苦味、アルコールや  

複雑な風味が続くことを“余韻”といいます。  

一般的に余韻（アフター）の長いワインは良い  

ワインと言われます。フランス料理のマナーは  

飲みものと食べ物は別々に口に入  

れますので、ワインの余韻で  

食事を味わい、お互いを引き立て  

合う出会い（マリアージュ）を  

楽しむことが美味しいワインを探す  

目的でもあります。  

好みのワインに出会ったら、それに  

合う料理を見つけてみてください！  

 


